
1）保安語積石山方言は危機言語であり、その話者数は総人口数よりもかなり少ない。保安語積石山方言には大墩
方言と甘河灘方言という二つの下位方言があるが、本発表は大墩方言に基づいている。母音は 7つ(A,i,u,e,o,«,ã)、
子音は 25個(p,b,t,d,k,g,G,f,v,s,§,‚,X,h,dz,t§,d½,t‚,dó,m,n,N,r,l,j)。

保安語積石山方言の「生まれる」と「産む」を表す表現

広島大学 佐藤 暢治

【要旨】

保安語積石山方言では、「得る」を出自に持つ動詞 ol«-が人間の出生に関わる「生まれる」と「産む」を
ともに表す。特に注目されるのは「生まれる」を表す場合であり、筆者の現地調査に従うと、「生まれる人」

を表示する格は話者の居住地によって少なくとも三つのタイプに区分される。タイプ 1は行き来はあるが保
安族の村を離れて数十年が経つ話者によって用いられ、「生まれる人」を 1 人称と 2 人称は対・与位格、3
人称と固有名詞と人間名詞は対格で表示している。タイプ 2は保安族の村に暮らす話者によって用いられ、
タイプ 1の状況に加え、主格でも表示している。タイプ 3も保安族の村に暮らす話者が用いているが、タイ
プ 2とは異なり、3人称と固有名詞と人間名詞は主格でのみ表示している。こうした格表示から「生まれる」
を表す動詞 ol«-は、タイプ 1は他動詞と言える。他方、タイプ 2とタイプ 3はタイプ 3がより進んでいるが
他動詞から自動詞への移行過程にあり、その要因として漢語との接触が考えられる。

０．はじめに
保安語積石山方言とは、中国の甘粛省臨夏回族自治州積石山保安族東郷族撒拉族自治県に暮らす保安族

20,074人(2010年)が話しているモンゴル系の言語である 1）。保安語積石山方言では、「得る」を出自に持つ動

詞 ol«-が(1)のように人間の出生に関わる「生まれる」と「産む」をともに表す。

(1)a. nAd« dAdund« olsANni.
私(対･与位格) 大墩で 生まれた 「私は大墩で生まれたのです。」

b. bu dAn«hoN n« Agun« olsANni.
私(主格) 昨年 この 娘(対格) 産んだ 「私は昨年この娘を産んだのです。」

保安語積石山方言の動詞 ol«-は自他同形動詞であろうか。(1)で注目されるのは、動詞 ol«-が「生まれる」
を表す(1a)である。(1a)の動詞 ol«-は「生まれる人」を表示する格が示すように、自動詞ではなく他動詞的
である。しかも、その「生まれる人」を表示する格は話者の居住地によって異なり、少なくとも三つのタイ

プに区分できる。

本発表は、以上のような観点から、筆者が現地調査で得た資料に従い(2)を論じる。

(2)a. 話者の居住地に注目し、保安語積石山方言の動詞 ol«-が「生まれる」を表す場合には「生まれる人」
を、「産む」を表す場合には「産む人」と「生まれる人」をどの格で表示するのかを明らかにする。

b. 格表示から、「生まれる」と「産む」を表す動詞 ol«-が自動詞なのか他動詞なのかを明らかにする。
c. 上で明らかになったことを保安語積石山方言の歴史の中に位置づける。

なお、保安語積石山方言には七つの格(主格、属格、対格、与位格、奪格、造格、連帯格)がある。属格と

対格と与位格については、表 1のように 1人称と 2人称は対格と与位格が中和し、3人称と名詞は属格と対
格が中和している。

表 1：保安語積石山方言の格
1人称 2人称 3人称 名詞(「娘、女の子」)

主格 bu t‚i dóAN / gAN Agu
属格 mun« t‚in« dóANn« / gANn« Agun«
対格 nAd« t‚o(d«) dóANn« / gANn« Agun«
与位格 nAd« t‚o(d«) dóANd« / gANd« Agud«
奪格 nAs« / bus« t‚os« / t‚is« dóANs« / gANs« Agus«
造格 buGAl« t‚iGAl« dóANGAl« / gANGAl« AguGAl«
連帯格 buGAl« t‚iGAl« dóANGAl« / gANGAl« AguGAl«
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１．先行研究の記述
保安語積石山方言の先駆的な資料としては、Todaeva,B.X.(1964)と布和 劉照雄(1982)がある。しかし、

これらの資料には、布和 劉照雄(1982)の巻末の語彙集に ol«-「出生」が記載されているだけであり、「生ま
れる」と「産む」を表す例文は一文も記載されていない。

保安語には、積石山方言のほかにも青海省黄南蔵族自治州同仁県に暮らす土族によって話されている同仁

方言がある。この地域的隔たりは、積石山方言の話者が清朝同治年間(1860 年代)に同仁から積石山に移り
住んだことに起因する。保安語同仁方言の「生まれる」を表す表現については、角道(2018)がモンゴル系言
語全体の中で論じている。角道(2018)は保安語同仁方言の「生まれる」について、陳乃雄等編 (1987)が記
した(3)をもとに分析し、保安語同仁方言の動詞「得る」を他動詞と見なすと、生まれる人が斜格(意味上は
対格)になるのは自然であると述べている。

(3)a. t‚indA k«t‚i ¸lwA? （陳乃雄等編 1987:8)
あなた(対･与位格) いつ 生まれた 「あなたはいつ生まれましたか。」

b. m«ndA §dó«gg« s«mt‚i s«ms«m l¸ dAwA d«mbAn« se GurANdA ¸lwA. （陳乃雄等編 1987:11)
私(対･与位格) 1993年 7月 3日に 生まれた 「私は 1993年 7月 3日に生まれました。」

c. ¸dóAN NGu†n« sArAdA ‚A†óing« ¸ldói. （陳乃雄等編 1987:14)
彼らは 先 月 子ども(ゼロ対格) 生まれた 「彼らは、先月子どもが生まれました。」

d. t‚indA ©AlA k«t‚i ¸lwA? （陳乃雄等編 1987:15)
あなた(対･与位格) どこで 生まれた 「あなたはどこで生まれました。」

e. m«ndA ensA X¸l¸ gi† b¸dGAN kuAr nANg«dA ¸lwA. （陳乃雄等編 1987:15)
私(対･与位格) ここから 遠く ない 小さい町 の中で 生まれた

「私はここから遠くないある小さい町で生まれました。」

ただし、陳乃雄等編 (1987:91)には、「生まれる人」を主格で表示する(4)も記載されている。

(4) tA GuAlA n«g« ©¸N ¸lwA jA.
あなたたち 2人(主格) 同じ 年に 生まれた のだ 「あなたたち 2人は同じ年に生まれました。」

そのほかにも同仁方言の資料として布和 陳乃雄(1981)、Fried,R.W(2010)があるが、これらにも「生まれ
る」と「産む」を表す例文は一文もない。

２．分析の枠組み
保安語積石山方言の動詞 ol«-は「生まれる」と「産む」をともに表すが、その ol«-が現れる保安語積石山

方言の文型として(5)を考察する。

(5)a. 「産む人」 「生まれる人」 ol«-「産む」
b. 「産む人」 ol«-「産む」
c. 「生まれる人」 ol«-「生まれる」
d. 「産む人の関係者」 「生まれる人」 ol«-「生まれる」

(5a)と(5b)は動詞 ol«-が「産む」を表す文型であり、違いは「生まれる人」が文中に現れるかどうかにあ
る。他方、(5c)と(5d)は動詞 ol«-が「生まれる」を表す文型であり、違いは「産む人の関係者」が文頭に現
れるかどうかにある。(5d)は、家族関係の発生を表す。
そして、上に述べたように「生まれる」を表す動詞 ol«-の「生まれる人」を表示する格表示には話者の居

住地によって少なくとも三つのタイプがある。三つのタイプの話者の居住地は(6)のとおりである。

(6)話者の居住地
タイプ 1：県の中心地等の街中。保安族の村、大墩村への行き来はあるが村を離れて数十年が経つ。
タイプ 2：保安族の村、大墩村。
タイプ 3：保安族の村、大墩村。
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３．動詞 ol«-が「産む」を表す場合
保安語積石山方言において動詞 ol«-が「産む」を表す(5a)と(5b)の文型の場合、「産む人」と「生まれる

人」を表示する格が話者の居住地によって異なることはない。(1b)から「産む」を表す動詞 ol«-は他動詞と
見てよいが、この点を確認しておく。「産む人」を表示する格は人称詞、固有名詞、人間名詞などを問わず、

(1b）のように主格である。タイプ 1の話者の例を(7)から(10)に示しておく。(1b)(7)(10）から「生まれる
人」をはずしても、適格である。

(7)t‚i nAd« hAl« olsANni ?
あなた(主格) 私(対･与位格) どこで 産んだ 「あなたは私をどこで産んだのですか。」

(8)dóAN olg« §idóe hAjim ek«dóo.
彼女(主格) 出産する とき 雷が 鳴っていた 「彼女が出産したとき、雷が鳴っていました。」

(9)fAtume dAn«hoN mAroN nAk«d« olt‚.
ファツメ(主格) 昨年 河 岸で 産んだ 「ファツメは昨年河岸で出産しました。」

(10)a. mun« Agu oun« olsANno.
私の 娘(主格) 男の子(対格) 産んだ 「私の娘は男の子を産んだのです。」

b. mun« Agu ou g« olt‚.
私の 娘(主格) 男の子(ゼロ対格) 不定 産んだ

他方、「生まれる人」を表示する格はこれまでの例からもわかるように、1 人称と 2 人称であれば対･与位
格、3人称と固有名詞であれば対格である。(11)と(12)をさらに挙げておく。

(11)nen« t‚od« hAl« olsANni ?
おばあさん(主格) あなた(対･与位格) どこで 産んだ 「おばあさんはあなたをどこで産んだの。」

(12)bu dAn«hoN fAtumen«, dóANn« olsANni.
私(主格) 昨年 ファツメ(対格) 彼女(対格) 産んだ 「私は昨年ファツメ、彼女を産みました。」

ただし、「生まれる人」が人間名詞の場合、それを表示する格は(10a)のように対格か、(10b)のように不
定を表す g« が後置したゼロ対格となる。(10b)は(10a)とは異なり、「男の子」を新情報として談話に導入す
る点的な表現である。また、(5a)の文型から「産む人」と「生まれる人」の語順を入れ替えても、たとえば
(7)は nAd« t‚i hAl« olsANni?「私をあなたはどこで産んだのですか」となる。しかし、「生まれる人」が人間
名詞の場合、「産む人」と「生まれる人」の語順を入れ替れると、(10)とは異なり(13)のように対格のみが
現れる。文頭に新情報は置かないという情報構造が関わっているのであろう。

(13)a. oun« mun« Agu olsANno.
男の子(対格) 私の 娘 産んだ 「男の子を私の娘は産んだのです。」

b. *ou g« mun« Agu olt‚.
男の子(ゼロ対格) 不定 私の 娘 産んだ

もっともこの g«が人間名詞に後置されるかどうかは、動詞 ol«-に限られるわけではない。
保安語積石山方言の動詞 ol«-が「産む」を表す場合、それは他動詞であり、(5a)と(5b)の文型で「産む人」

と「生まれる人」を表示する格は(14)のようになる。

(14)「産む人」 (「生まれる人」) ol«-「産む」(他動詞)
主格 対・与位格＝ 1人称、2人称

対格＝ 3人称、固有名詞、人間名詞
ゼロ対格 g«＝人間名詞（ただし、「生まれる人」「産む人」の語順では不可」）

４．動詞 ol«-が「生まれる」を表す場合
保安語積石山方言の動詞 ol«-が「生まれる」を表す(5c)と(5d)の場合、「生まれる人」を表示する格は話

者の居住地によって異なり、少なくとも三つのタイプがある。どの格で表示されるのか、(6)で示した三つ
のタイプを順に見ていく。
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4.1 タイプ 1
まず、タイプ 1を見ていく。(5c)の文型の場合、タイプ 1では(1a)のように「生まれる人」を表示する格

として、1人称と 2人称であれば対･与位格、3人称と固有名詞と人間名詞であれば対格が現れる。(15)から
(19)がその例である。

（15)nAd« oldói XoroN hoN dóit‚.
私(対･与位格) 生まれて 20 年 経った 「私が生まれて、20年が経ちました。」

(16)t‚o(d«) hAl« olsANni ?
あなた(対･与位格) どこで 生まれた 「あなたはどこで生まれたのですか。」

(17)dóANn« olg« §idóe hAjim ek«dóo.
彼女(対格) 生まれる とき 雷が 鳴っていた 「彼女が生まれたとき、雷が鳴っていました。」

(18)hAkin« hAl« olsANno ?
ハキ(対格) どこで 生まれた 「ハキはどこで生まれたのですか。」

(19)t‚in« Agun« hAl« olsANni ?
あなたの 娘(対格) どこで 生まれた 「あなたの娘はどこで生まれたのですか。」

一方、文頭に「産む人の関係者」が現れる(5d)の文型は、タイプ 1では非文である。同じ事態を表すには
(20)のように動詞は ol«-ではなく、X«r«-「出る」を使う必要がある。あるいは(21)のように、「産む人の関
係者」を「産む人の関係者の家族」にする必要がある。

(20)a.*nAd« sundzi g« olo.
私(対･与位格) 孫(ゼロ対格) 不定 生まれた 「私に孫が生まれました。」

b. nAd« sundzi g« X«ro.
私(対･与位格) 孫(主格) 不定 出る

(21)a.*hAkid« ou g« olt‚.
ハキ(与位格) 男の子 不定 生まれた

b. hAkin« k«t« ou g« olt‚.
ハキの 家に 男の子 不定 生まれた 「ハキの家に男の子が生まれました。」

タイプ 1 の状況を整理すると、動詞 ol«-が「生まれる」を表す場合、(5c)と(5d)の文型の「生まれる人」
と「産む人の関係者」を表示する格は(22)のようになる。

(22)a. 「生まれる人」 ol«-「生まれる」
対･与位格＝ 1人称、2人称
対格＝ 3人称、固有名詞、人間名詞

b. 「産む人の関係者」 「生まれる人」 ol«-「生まれる」
非文

タイプ 1の「生まれる」を表す動詞 ol«-は、格表示から他動詞と見てよい。

4.2 タイプ 2
次に、タイプ 2 を見ていく。タイプ 2 では、「生まれる」と「産む」を表す動詞として ol«-のほかにも、

漢語の「出生」を翻訳借用した X«r ol«-を用いることがある。これらが「生まれる」を表すとき、タイプ 2
はタイプ 1 とは異なり、(5c)の文型の「生まれる人」を表示する格として、1 人称と 2 人称であれば対・与
位格とともに主格、3 人称と固有名詞と人間名詞であれば対格とともに主格を用いる。二つの格表示は自由
交替の関係にある。(23)から(26)がそうである。

(23)a. nAd« dAdund« X«r olsANni.
私(対･与位格) 大墩で 生まれた 「私は大墩で生まれたのです。」

b. bu dAdund« X«r olsANni.
私(主格) 大墩で 生まれた

（24)a. t‚od« hAl« olo ?
あなた(対･与位格) どこで 生まれた 「あなたはどこで生まれましたか。」

b. t‚i hAl« olo ?
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あなた(主格) どこで 生まれた

(25)a. nog«n« hAl« olo ?
彼(対格) どこで 生まれた 「彼はどこで生まれましたか。」

b. nog« hAl« olo ?
彼(主格) どこで 生まれた

(26)a. mun« Agun« dAdund« olsANni.
私の 娘(対格) 大墩で 生まれた 「私の娘は大墩で生まれたのです。」

b. mun« Agu dAdund« olsANni.
私の 娘(主格) 大墩で 生まれた

(23)から(26)それぞれ b の文は、「産む」を表す文と同文であり、聞き手に誤解されるのではという疑問
があるかもしれない。しかし、文脈、話し手が誰なのかなどの情報により、動詞 ol«-が「生まれる」を表す
のか、それとも「産む」を表すのかを間違えることはない。

タイプ 2 にはタイプ 1 とは異なり、(5d)の文型も用いられる。「生まれる人」が人間名詞の場合に限って
述べるが、「産む人の関係者」を表示する格は(27)のように与位格である。他方、「生まれる人」を表示する
格は、(27a)のそれは対格あるいは主格であるが、(27b)のそれは(23)から(26)を見ると(10b)で見た不定を
表す g«が主格に後置されているのか、ゼロ対格に後置されているのか判断できない。

(27)a. nAd« sundzin« / sundzi olsANni.
私(対･与位格) 孫(対格)/ 孫(主格) 生まれた 「私に孫が生まれたのです。」

b. nAd« sundzi g« olo.
私(対･与位格) 孫(主格 orゼロ対格) 不定 生まれた 「私に孫が生まれました。」

タイプ 2 の状況を整理すると、動詞 ol«-が「生まれる」を表す場合、(5c)と(5d)の文型の「生まれる人」
と「産む人の関係者」を表示する格は(28)のようになる。

(28)a. 「生まれる人」 ol«-「生まれる」
対･与位格 / 主格＝ 1、2人称
対格 / 主格＝ 3人称、固有名詞、人間名詞

b. 「産む人の関係者」 「生まれる人」 ol«-「生まれる」
与位格 対格 / 主格＝人間名詞

主格 g« orゼロ対格 g«＝人間名詞

タイプ 2 の「生まれる」を表す ol«-は、他動詞と自動詞両方の用法を持っていることになる。

4.3 タイプ 3
タイプ 3を見ていく。動詞 ol«-が「生まれる」を表すとき、(5c)の文型の「生まれる人」を表示する格は 1

人称と 2 人称であればタイプ 2 の(23)から(26)で見たように対・与位格あるいは主格である。しかし、「生
まれる人」が 3人称、固有名詞、人間名詞のとき、それらを表示する格は(29)と(30)のように主格に限られ
る。

(29)a.*dóANn« dAdund« olsANno.
彼(対格) 大墩で 生まれた 「彼は大墩で生まれたのです。」

b. dóAN dAdund« olsANno.
彼(主格) 大墩で 生まれた

(30)a.*mun« Agun« dAdund« olsANno.
私の 娘(対格) 大墩で 生まれた 「彼の娘は大墩で生まれたのです。」

b. mun« Agu dAdund« olsANno.
私の 娘(主格) 大墩で 生まれた

(29a)と(30a)のような対格は再解釈され、(31)と(32)のように対比的な意味合いを持つようである。

(31) dóAN n« dAdund« olsANno.
彼(主格) 対比 大墩で 生まれた 「(他の人は知らないが)彼は大墩で生まれたのです。」
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(32) mun« Agu n« dAdund« olsANno.
私の娘(主格) 対比 大墩で 生まれた「(他の人は知らないが)私の娘は大墩で生まれたのです。」

文頭に「産む人の関係者」が現れる(5d)の文型については、情報を持ち合わせていない。
タイプ 3 の状況を整理すると、動詞 ol«-が「生まれる」を表す場合、(5c)と(5d)の文型の「生まれる人」

と「産む人の関係者」を表示する格は(33)のようになる。

(33)a. 「生まれる人」 ol«-「生まれる」
対･与位格 / 主格＝ 1、2人称
主格＝ 3人称、固有名詞、人間名詞

b. 「産む人の関係者」 「生まれる人」 ol«-「生まれる」
？ ？

タイプ 3の「生まれる」を表す ol«-は、タイプ 2よりも自動詞に傾いている。

4.4三つのタイプの違い
保安語積石山方言の動詞 ol«-が「生まれる」を表すとき、(5c)と(5d)の文型の「生まれる人」がどの格で

表示されるのかについて、三つのタイプを見てきた。整理すると、表 2のようになる。

表 2：保安語積石山方言の動詞 ol«-が「生まれる」を表す場合
タイプ タイプ 1 タイプ 2 タイプ 3
他動詞か自動詞か 他動詞 他動詞 / 自動詞 他動詞 / 自動詞

タイプ 2より自動詞的
(5c) 「生まれる人」

1、2人称 対･与位格 対･与位格 / 主格 対･与位格 / 主格
3 人称、固有名詞、人間名詞 対格 対格 / 主格 主格

(5d)「産む人の関係者」 非文 与位格 ?
「生まれる人」

人間名詞 対格 / 主格 ?
ゼロ対格 g« or 対格 g«

5．考察 －他動詞から自動詞へ－
保安語積石山方言の「生まれる」と「産む」を表す動詞 ol«-が「生まれる人」あるいは「産む人」をどの

格で表示するのかを見てきた。格表示から、「産む」を表す動詞 ol«-は他動詞であるが、他方「生まれる」
を表す動詞 ol«-は話者の居住地によって異なり、保安語積石山方言全体で見れば他動詞から自動詞への移行
過程にあると言える。

文型の(5c)を保安語積石山方言の歴史の中で捉えると、三つのタイプに関する限り、タイプ 1が保安語積
石山方言本来の格表示((3)で示した同仁方言の状況から、保安語本来と言う方が適切ではある)であり、タ
イプ 3 がもっとも改新した姿を反映している。つまり、保安語積石山方言では動詞 ol«-が「生まれる」を表
す場合、その「生まれる人」を表示する格は元来 1、2 人称は対・与位格、その他は対格であった(タイプ 1
：他動詞)。しかし、その後それらは主格と自由交替するようになり(タイプ 2：他動詞でもあり自動詞でも
ある)、さらに 3 人称と固有名詞と人間名詞の対格は対比的な意味合いを持つ要素として再解釈され、主格
だけが用いられるようになった(タイプ 3：他動詞でもあり自動詞でもあるが、タイプ 2 よりは自動詞的)。
そしてこのような他動詞から自動詞への変化には、話者の居住地という社会的背景が関わっている。保安

語積石山方言の古風な姿を持つタイプ 1は、行き来があるとは言え数十年前に保安族の村を離れた話者によ
って用いられている。一方、改新的な特徴を持つタイプ 2とタイプ 3は保安族の村、大墩村で暮らしている
話者によって用いられている。多数が暮らす地を離れた話者が常にではないが、その言語の古風な特徴を保

持していることはけっして珍しいことではない。とすれば、この変化それ自体はこの数十年ほどの間にはじ

まったことになるであろう。

では、なぜ保安語積石山方言では「生まれる」を表す動詞 ol«-が他動詞から自動詞へと移りつつあるので
あろうか。理由は単一的なものかもしれないし、複合的なものかもしれないが、今のところは可能性を指摘

するにとどめておくのが無難であろう。保安語積石山方言の外にその要因を求めるなら、SOV 語順を持つ
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2）保安語積石山方言の動詞 ol«-が「生まれる」を表すとき、保安語本来の文型である[「生まれる人」－対･与位
格 or 対格 ol«-(他動詞)]は何を反映しているのであろうか。「生まれる」は、通言語的にも特別な表現を用いる
ことが知られている。保安語積石山方言の場合、「生まれる」を表す動詞 ol«-は本来自動詞ではない。自動詞で人
間の出生を表すのは、適切ではないという認識があるのであろう。用いられているのは、他動詞の「産む」を表

す文型から「産む人」が表されていない文型、つまりは「産む」が表す他動詞事象の一部分である。その一部分

の「人を産む」を「生まれる人」に視点を置き捉えなおすと、「人が生まれる」となる。こうした点が動詞 ol«-の
「生まれる」を表す文型に反映されているのではないだろうか。

当地の漢語との接触が変化の引き金として考えられる。保安語積石山方言の話者は当地の漢語を併用してい

るが、その漢語では「生まれる」を表す動詞は「生まれる人」を主格で表示する。たとえば、N« dAdunli §«N
lio.(私･主格 大墩で 生まれる 完了)「私は大墩で生まれました。」であり、対･与位格の NA が主格の N« に
代わって現れることはない。あるいは保安語積石山方言のどのタイプの話者も漢語の §i「是」を(34)のよう
に主題、ないしは対比標識として借用しており、(34a)のような文が「生まれる」の自動詞化の促進に関与
している可能性もあるかもしれない。

(34)a. bu §i dAdund« olsANni. 「私はといえば、大墩で生まれたのです。」
b. bu §i mun« Amo olsANno jA. 「私はといえば、私の母が産んだのですよ。」
c. n« ou §i bu olsANni. 「この男の子は、(他の子は知らないが)私が産んだのです。」

６．おわりに
保安語積石山方言の「生まれる」を表す動詞 ol«-はもともと「産む」を表す動詞 ol«-のように他動詞 2）で

あったが、現在、それは他動詞から自動詞へと変わりつつある。完全に自動詞に姿を変えるのかどうかが注

目される。その鍵を握っているのは、保安語積石山方言のもう一つの下位方言、甘河灘方言であろう。甘河

灘方言は漢語化が一段と進んだ保安語であり、甘河灘方言の状況を知りたいところではある。
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康 törö- 保積 ol- 康 Nom 保積 Acc-D
東郷 ol- 東郷 Nom

保同 ol- 保同 Acc-D
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